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　人ロの動き
　　2月1目現在一
男4，150（一3）
女4，252（一3）
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世帯数2，288（±0）
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介
護
保
険
の
第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
の
方
）
の
保
険
料
納

入
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
六

か
月
問
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
一
年
問
（
十
月
か
ら
翌
年
九
月
ま

で
）
は
半
額
徴
収
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
第
二
号
被
保
険
者
（
四
十
歳
～
六
十
四
歳
の
方
）
に
つ
い
て
は
、

当
初
の
と
お
り
平
成
十
二
年
四
月
か
5
の
徴
収
に
な
り
ま
す
。

亡
，　
●
￥

（
・
‘
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川西町の第1号被保険者保険料基準額の変更

◎変更前　2，991円／月（本紙10月号で紹介）

◎変更後　2，735円／月

　国の保険料見直しに伴い、町の第1号被保険者（65歳以

上の方）の保険料基準額を見直しました。

　当初、介護保険制度の中で実施を考えておりました毎日配

食サービス（仮）及び紙おあつ等支給（仮）は、介護保険と

は別の町福祉事業として対応する予定です。短期入所（シヨ

ートステイ）の利用回数上乗せについては介護保険で対応し

ます。詳しくは『広報かわにし（H11・10月∋』をご覧ください。

※2，735円は，保険料の基準となるもので、実際は所得に応

じて5段階に1分かれます。

　
　

冠β　
　
隔

　介護保険でサービスを受けるには、医療保険と同

じ＜、保険証が必要になります。

　第1号被保険者（65歳以上の方）の方全員と第

2号被保険者（40歳～64歳の万）で要介護認定

の結果が「要支援」以上の方には、3月に保険証を

お届けします。

12．2．10②

現在、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
は
、
所
得
に
応
じ
た
負
担
制
度
で
、
利

用
者
の
約
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が
無
料
で
す
。

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
と
、
利
用
者
は
一
律
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
負
担
に
な
り
ま

す
が
、
次
の
二
点
に
該
当
さ
れ
る
高
齢
者
の
万
は
、
一
二
年
間
、
利
用
者
負
担
か
三
パ
ー
セ
ン

ト
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

一
　
概
ね
介
護
保
険
施
行
前
一
年
の
間
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
実
績
が
あ
る
方
で
、

　
利
用
者
負
担
が
0
円
の
万
。

二
　
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
、
所
得
税
非
課
税
で
あ
る
世
帯
の
方
。
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四
月
か
5
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
、
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
及
び

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
万
は
、
要
介
護
認
定

の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
認
定
結
果
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
申
請
を
さ
れ
て
か
ら
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
出
来
上
る
ま
で
、
一
か
月
以
上
の

日
数
が
か
か
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
現
在
、
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
及
び
短
期
入
所
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
万
で
、
引
き
続
き
四
月
か
5
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
万
は
、
遅
く
と
も
二
月
末

ま
で
に
、
申
諜
窒
目
を
町
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

要介護認定審査結果の状況
　　　　（平成12年1月19日現在）

　昨年9月1日か5申請受付を開始、10月20日か5認

定審査会を9回（川西町分のみ）開催してまいりました。

　現在までの状況です。

　認定申請件数　238件（うち再申請1件）

　訪問調査件数　213件（在宅153件、施設60件）

　認定審査件数　201件（在宅144件、施設57件）

認定審査の結果概要

要介護区分 人　　数
自　　　　立 19
要　　支　　援 23
要一介護　1 45
要’介護2 19
要介護3 25
要介護4 32
要介護5 35
非　　言亥　当 3
合　　　　言十 201

※「非該当」とは、第2号被保険者（40歳～64歳の方）

　の万で、介護保険の対象となる特定疾病の病気でなか

　った方です。
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四
月
か
ら
、
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期
入
所
な
ど

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
万
は
、
「
居
宅
サ
ー

ビ
ス
計
画
作
成
依
頼
（
変
更
）
届
出
書
」
を
町
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
書
は
、
認
定
結
果
通
知
に
同

封
し
て
送
付
済
み
で
す
。

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
5
も
提
出
の
確
認
に
つ
い

て
連
絡
を
し
て
い
ま
す
が
、
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
予
定
の
万
は
、
早
め
に
提
出
願
い
ま
す
。
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退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
前
収
入
役
水
品
幸
一

　
春
に
は
ま
だ
遠
く
、
寒
さ
も
ま
だ
ま

だ
厳
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
今
日
こ
の

頃
、
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
こ
と

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
り
一
月
十
九

日
を
も
ち
ま
し
て
、
収
入
役
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。

　
顧
み
ま
す
と
、
昭
和
三
十
五
年
四
月

に
役
場
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
か
ら
、

◆
●
金
》
●
◆
●
Φ
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
◆
●
Φ
●
◆
●
◆
●
◆
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

収
入
役
一
期
四
年
間
を
通
算
い
た
し
ま
●

す
と
、
四
＋
年
近
い
長
い
間
奉
職
を
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
為
こ
の
間
い
ろ
⇔

い
ろ
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
●

都
度
皆
様
方
か
ら
限
り
な
い
ご
指
導
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ご
支
援
を
い
た
髪
お
陰
様
で
大
変
◆

楽
し
く
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

げ
ま
究
　
　
　
　
　
◆

　
今
後
の
こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
何
も
・

考
え
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
残
皆
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

様
方
か
ら
賜
り
ま
し
た
豊
な
教
訓
を
◆

糧
と
し
て
、
妻
と
も
ど
も
両
親
の
畑
仕
・

事
で
も
手
伝
い
な
鷲
次
の
人
生
計
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

画
で
も
考
え
た
い
と
田
心
っ
て
い
ま
玄
⇔

つ
き
ま
し
て
は
、
な
に
と
ぞ
従
来
と
変
・

わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
蓋
を
賜
り
ま
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
終
り
に
、
川
西
町
の
発
展
と
皆
様
方
・

の
ご
繁
栄
●
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薩
離
鞭
建
諺
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

で
き
ま
髭
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
◆
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
玄
　
禽 　

一
月
二
十
日
は
大
寒
。
そ
れ
か
ら
二

月
上
旬
ま
で
が
、
一
年
で
一
番
寒
い
時

期
で
す
。
そ
し
て
、
降
雪
量
も
多
い
と

き
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
積
雪
量
（
昭
和
五
十
九
年
、

平
成
四
年
、
十
年
、
去
年
、
こ
と
し
）

を
日
に
ち
で
比
較
し
た
の
が
左
図
で
す
。

い
ず
れ
も
川
西
ダ
ム
に
お
け
る
数
値
で

あ
る
た
め
、
各
地
域
で
バ
ラ
ツ
キ
は
あ

り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
（
二
月
一
日

現
在
）
は
、
比
較
的
小
雪
の
年
と
い
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
昭
和
三
十
九
年
二
月
十
日
発
行
の
本
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紙
第
六
十
四
号
に
、
昭
和
七
年
か
ら
三

十
九
年
ま
で
の
各
年
の
二
月
一
日
に
お

け
る
積
雪
と
最
大
積
雪
深
が
載
っ
て
い

ま
す
。
（
い
ず
れ
も
千
手
で
の
観
測
）
こ

れ
に
よ
り
ま
す
と
、
昭
和
七
年
二
月
一

日
の
積
雪
は
ゼ
ロ
セ
ン
チ
、
三
十
九
年

二
月
一
日
に
は
二
十
セ
ン
チ
で
、
二
十

年
二
月
二
十
六
日
に
は
最
大
積
雪
深
が

四
メ
ー
ト
ル
四
十
五
セ
ン
チ
に
も
達
し

て
い
ま
す
。

　
暦
の
上
で
は
立
春
（
二
月
四
日
）
と

は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
降
雪
は
ま
だ

ま
だ
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
で
も
、
春

の
足
音
は
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
き
て
い

ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
は
気
温
が
上
が
る
に
つ
れ

て
雪
崩
の
起
き
や
す
い
状
態
と
な
り
ま

す
。
例
年
雪
崩
の
発
生
し
て
い
る
場
所

に
は
近
づ
か
な
い
な
ど
、
注
意
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
◎

，
職
　
）役場前か5

　
冬
は
、
道
路
の
雪
や
氷
が
原
因
で
起

こ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
追
突
事
故
が
多

発
し
ま
す
。
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

●
十
分
な
車
間
距
離
で
安
全
運
転

　
雪
が
踏
み
固
め
ら
れ
た
道
路
や
凍
結

道
路
で
は
、
停
止
距
離
は
思
っ
た
よ
り
，

も
伸
び
ま
す
。
前
の
車
が
急
ブ
レ
ー
キ

．
を
踏
ん
で
も
余
裕
を
持
っ
て
止
ま
れ
る

よ
う
、
い
つ
も
よ
り
余
計
に
車
間
距
離

を
と
っ
て
走
行
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

ま
た
、
急
発
進
や
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ

ン
ド
ル
は
事
故
の
も
と
。
緩
や
か
な
発

進
、
早
め
で
ソ
フ
ト
な
ブ
レ
ー
キ
ン
グ

を
心
掛
け
、
カ
ー
ブ
で
は
十
分
な
減
速

と
早
め
の
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
行
な
い
ま

し
ょ
う
。

●
余
裕
を
持
っ
た
ド
ラ
イ
ブ
プ
ラ
ン

　
た
だ
で
さ
え
危
険
な
雪
道
。
こ
れ
が

夜
に
な
る
と
、
冷
え
込
み
に
よ
っ
て
さ

ら
に
危
険
度
は
増
し
て
き
ま
す
。
夜
間

や
夕
暮
れ
は
視
界
が
狭
く
な
り
、
路
面

や
路
肩
な
ど
の
状
況
が
分
か
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
昼
間
の
う
ち
に
目
的
地
に

到
着
で
き
る
よ
う
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た

ド
ラ
イ
ブ
計
画
で
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

●
タ
イ
や
チ
エ
ー
ン
を
早
め
に
装
着

　
冬
用
タ
イ
ヤ
（
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
）
を
装
着
し
て
い
て
も
、
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
は
必
ず
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
目
的
地
の
様
子
を
対
向
車
の
装

着
状
況
な
ど
か
ら
読
み
取
り
、
早
め
の

装
着
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

12．2．10④



／

2月16日（水）～3目15日（水）

　
所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
η
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
。
し
か
し
、

期
限
間
近
緯
な
る
と
会
場
が
込
み
合
い
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長

時
聞
待
た
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
二
月
二
十
七
日
翔
と
三
月
十
一
日
卸
に
も
相
談
で
き
ま
す
が
、
混
雑
が
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
な

想
さ
れ
ま
す
の
懸
、
で
き
る
だ
け
平
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が

　
　
　
必
要
な
方

次
の
よ
う
な
方
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
　
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収

　
入
、
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る
方
で
、

　
平
成
十
一
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計

　
額
が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

　
る
と
き
。

◆
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
次
の
よ
う
な
方

①
給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え

　
る
場
合

②
給
与
や
退
職
金
以
外
の
所
得
が
二

　
十
万
円
を
超
え
る
場
合

③
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

　
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な
か

　
っ
た
給
与
分
と
ほ
か
の
所
得
が
二
十

　
万
円
を
超
え
る
場
合

正
し
い

　
　
　
確
定
申
告
を

　
確
定
串
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
る
だ
け
で
は
済
ま
せ
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
不
足
税
額
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト

ま
た
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
加
算
税
が

課
さ
れ
た
う
え
、
延
滞
税
も
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
・

地
方
消
費
税
の

　
　
確
定
申
告
を

　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
は
、
一
月
一
日

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当

す
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

（
《
、へ
‘
）

（
へ

（
（
－
昌

申告は

正しく

暑吊卑

　
こ
の
申
告
は
、
住
民
税
な
ど
を
計
算
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
証
明
資
料

に
用
い
ら
れ
る
重
要
な
も
の
で
す
。

書
き
方
は
、
お
配
り
す
る
「
申
告
書
の
手
引
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
正
確
に
記

入
し
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ

　
　
ば
な
ら
な
い
方

今
年
一
月
一
日
現
在
町
に
住
ん
で
い

た
方
で
、
去
年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
や
、
去
年
中

の
収
入
が
給
与
、
年
金
、
賃
金
だ
け
で
、

そ
の
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
方

は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

確定申告相談日程

期　間 時　間 会　　　　場

活性化センター
2月16日（水） 午前8時30分

4階第1研彦室

～ ～

3月15日（水） 午後5時15分 奮68－3111

（内線414）

レ
去
年
の
申
告
相
談
会
か
ら

安
全
便
利
な
振
替
納
税

　
今
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
。
振
替

納
税
（
口
座
引
落
し
）
は
、
現
金
を
持

ち
歩
く
必
要
が
な
く
安
全
で
大
変
便
利

で
す
。

　
う
っ
か
り
納
税
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
な
く
、
納
税
し
た
こ
と
が
預
貯
金
通

帳
に
も
記
載
さ
れ
ま
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
銀
行
・
郵
便

局
な
ど
の
金
融
機
関
の
窓
口
、
税
務
署

に
お
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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　　　初笑い・新春寄席
　1月15日、初笑い上野寄席楽集と銘打った催しが上野集会所で

開催され、およそ130人が寄席気分に浸りました。この催しは上

野青年会が小正月の行事の一環として実施しているもので今回で

8回目。出演者は真打ちも間近な入船亭扇辰さん（新潟県生ま

れ・上野には3回目）と、真打ち昇進が決定している柳家喬太郎

さん（東京都生まれ）の2人。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし
　扇辰さんは古典落語一筋で、笑いの少ない噺でも、客を飽きさ

せない魅力がありましたし、喬太郎さんは平成10年NHK新人演

芸大賞を受賞した実力をいかんなく発揮。新春にふさわしい和や

かな雰囲気の中で、笑いに包まれた楽しい一日となりました。

▲集まった人たちも、笑いに包まれ楽しい一日を

過ごす

レ
鳥
追
い
唄
を
歌
っ
て
町
内
を
練
り
歩
き
、

ほ
ん
や
ら
洞
前
で
ひ
と
休
み
の
子
供
た
ち

ほんやら洞を作り、
　　　　　　　　鳥追い行事を実施

　1月15日、ほんやらどう有志会（中屋敷・木島・寺尾の3町内

有志）が、中屋敷宅地造成地の一角にほんやら洞を作り、鳥追い

行事などを実施しました。

　この日初めて造成地内に設置された街灯に明かりが入り、かが

り火が幻想的な雰囲気を醸し出すなか、3町内の小学生や園児ら

が鳥追い唄を歌いながら町内を練り歩きました。

町
で
は
、
平
成
十
二
年
度
の
保
育
所

臨
時
職
員
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

　
【
職
種
及
び
人
数
】

　
・
臨
時
保
育
士

　
　
若
干
名
（
資
格
所
有
者
優
遇
）

　
・
臨
時
管
理
人
（
用
務
員
）

　
　
若
干
名
（
大
型
免
許
所
有
者
に

　
　
限
る
）

　
・
臨
時
調
理
員

　
　
若
干
名

【
年
齢
制
限
】

全
職
種
と
も
、
平
成
十
二
年
四
月
一

日
現
在
・
二
十
歳
以
上
で
あ
り
、
次
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
。

　　　星名邸で防火訓練

　　　　　　　　　　　　　　　　讐　．
そのほかの災害から守るため、1　　鱒欝鑛．馨繋

月26日を「文化財防火デー」と定

めています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　　エ

思巖惹7麟隻糠＿翔黙

水訓練を実施しました。　　　　　　全星多嬰前で放水訓細

　
・
臨
時
保
育
士

　
　
満
五
十
歳
以
下
の
方

　
・
管
理
員
及
び
調
理
員

　
　
満
六
十
五
歳
以
下
の
方

【
雇
用
期
間
】

平
成
十
二
年
四
月
一
日
～
平
成
十
三

年
三
月
三
十
一
日

【
就
業
時
間
】

い
ず
れ
も
、
原
則
と
し
て
午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
五
時
十
五
分
（
職
種
に

よ
り
、
若
干
の
変
動
が
あ
り
ま
す
）

【
賃
金
】

　
・
臨
時
保
育
士
（
有
資
格
の
場
合
）

　
　
日
額
　
七
、
一
〇
〇
円

西分署員

　　　　　　　　　　12・2・1・⑥

　
・
臨
時
管
理
員

　
　
日
額
　
七
、
二
〇
〇
円

　
・
臨
時
調
理
員

　
　
日
額
　
六
、
三
〇
〇
円

　
【
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
】

　
加
入

　
【
申
し
込
み
方
法
】

役
場
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、
二
月
末
日
ま
で
に
福

祉
課
社
会
福
祉
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
免
許
証
・
免
状
の
写
し
必
要
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
奮
六
八

ー
一
三
一
一
〈
内
線
二
〇
四
〉
）
ま
で
。



論

璽

』
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　近年、新種のインフルエンザが猛威をふるっています。インフル

エンザの予防は、まず正しい基礎知識を得ることと、日ごろからの

体力・健康づくりによって体の免疫力を高めることが大切です。

　また、予防接種も効果的です。ワクチンの投与でつくられた体内

の抗体が、病気から体を守ります。

轍

懸灘

「
匿
I
I
一
I
I
I
』

■■一■一一■■■一一一■■■一■－■■匿圏■■■■■■■■－■■■■■■■－■■1■■■■■■■1噸－■闘■■一■■一

　　1　マ　　　　　　　　　　　　高齢になると体力、免疫力が低下してくるため、インフルエンザから肺炎など
　6　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　σ　　　　の合併症を起こして死亡することもあります・とくに糖尿病・腎臓病・心臓病・

　　　　　　
　　　一　　　　　　　　　　　　　　肝硬変な：ど持病をもっている人は要注意。
　　　＝＝＝　　　●

　　　　　　　　議，．露　　免疫力の弱し’小さい子どもの場箭カゼだと甘くみてはいけま肱急激に

　　　　騨．，．騰簸　　症状が悪化したり・脳症を併発したりすることがあります・醜が続く・せきや

　　　・墜鐘難lll鋪議塁闘　　　　　　璽症化すると、体力のない赤ちゃんなどでは生命にかかわります。

■■■■■■■■■■一■■■■■■■■■■■■一■■■■■■■■■■－■■■闘■■日■一■■薩■■巳■一■■目■■■■■■■一■■鵬■■■■■■■■ロ■■■■■■■匿■■■
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箇億

大
地
の
芸
術
祭
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

團

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
こ
の
夏
の
大
地
の
芸
術
祭
開
催
に
向

け
て
、
雪
消
え
と
と
も
に
多
く
の
ア
ー

チ
ス
ト
が
来
訪
し
、
作
品
制
作
を
は
じ

め
様
々
な
準
備
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
に
は
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
対

応
は
、
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
実
行

委
員
会
が
中
心
に
な
つ
て
進
め
ら
れ
ま

す
が
、
地
域
振
興
と
地
域
内
外
の
協
働

を
テ
ー
マ
と
し
た
、
大
変
大
き
な
取
り

組
み
で
あ
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で

事
業
を
支
援
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

■
場
所

　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
市
本
町
6
、

■
内
容

　
　
　
　
　
　
質
疑

　
そ
こ
で
、
実
行
委
員
会
で
は
、
一
人

で
も
多
く
の
方
か
ら
事
業
を
知
っ
て
も

ら
い
、
参
加
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
し

て
、
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お

手
伝
い
い
た
だ
く
内
容
、
時
期
な
ど
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
業

に
は
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
、
何
が
手
伝

え
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い

る
方
々
を
は
じ
め
、
一
般
、
学
生
に
限

ら
ず
、
説
明
会
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
話
を
お
聞
き
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

2
月
2
3
日
qゆ
午
後
7
時
～
8
時
3
0
分

サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
郵
便
局
向
い
の
奥
）

大
地
の
芸
術
祭
の
全
体
概
要
説
明
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
説
明
と

※
こ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
考
え
ら
れ
ま
す

●
案
内
所
で
の
来
訪
者
へ
の
会
場
案
内
や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内

●
式
典
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ

　
　
ン
ト
運
営

●
設
置
作
品
の
現
地
案
内

●
日
常
会
話
程
度
の
外
国
語
の
通
訳

●
作
品
や
イ
ベ
ン
ト
写
真
・
ビ
デ
オ
撮
影
な
ど

公
募
作
品
展
・
入
賞
作
・
o
o
決
ま
る
“
“

　
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
六
市
町
村
一

か
所
ず
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
、
作
品

の
プ
ラ
ン
を
募
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
一
七
一
点
の
応
募
が
あ
り
、
一

次
審
査
で
各
ポ
イ
ン
ト
と
も
お
お
む
ね

五
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
第
二
次

審
査
が
一
月
三
十
日
・
東
京
代
官
山
の

ヒ
ル
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
、
一
市

町
村
一
作
品
、
都
合
六
点
の
入
賞
作
品

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
二
次
審
査
は
、
一
般
、
報
道
関
係
な

ど
に
公
開
す
る
形
式
を
と
り
、
一
次
審

査
通
過
者
が
作
品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
レ

シ
ヨ
ン
を
し
た
あ
と
、
審
査
員
の
中
原

佑
介
（
大
地
の
芸
術
祭
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

審
査
委
員
長
）
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ナ

イ
ダ
ー
（
大
地
の
芸
術
祭
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
川
俣
正
（
東
京
藝
術
大
学
教
授
）

出
原
均
（
広
島
市
現
代
美
術
館
学
芸
員
）

原
広
司
（
建
築
家
）
の
各
氏
及
び
各
市

長
村
長
と
の
質
疑
・
討
議
を
へ
て
入
賞

者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
を

中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
妻
有

ス
タ
ー
誕
生
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で

の
ポ
ス
タ
ー
制
作
、
広
報
活
動
や
運
営

に
あ
た
る
な
ど
活
動
し
始
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
入
賞
作
品
は
諸
条
件
の
調
整

を
し
た
あ
と
、
早
け
れ
ば
三
月
か
ら
現

地
で
作
品
制
作
が
開
始
さ
れ
、
大
地
の

芸
術
祭
期
間
中
に
公
開
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
完
成
し
た
六
作
品
の
中
か
ら
一

点
が
大
賞
と
し
て
選
ば
れ
、
賞
金
が
贈

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
公
募
展
入
賞
者

【
十
日
町
市
】

　
ポ
イ
ン
ト
…
神
明
水
辺
公
園
と
そ
の

　
　
　
　
　
　
周
辺

入
賞
者
…
伊
藤
嘉
朗

　
　
　
　
（
東
京
都
・
建
築
家
）

【
川
西
町
】

ポ
イ
ン
ト
…
川
西
ス
テ
ー
ジ
・
節
黒

　
　
　
　
　
城
連
絡
道

入
賞
者
…
D
e
a
x
A
r
c
h
e
s

　
　
　
　
（
東
京
都
・
建
築
設
計
グ
ル
ー
プ
）

【
津
南
町
】

ポ
イ
ン
ト
…
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
周

　
　
　
　
　
辺

入
賞
者
…
本
間
　
純

　
　
　
　
（
神
奈
川
県
・
ア
ー
チ
ス
ト
）

【
中
里
村
】

ポ
イ
ン
ト
…
田
尻
の
川
原

入
賞
者
…
ク
リ
ス
・
マ
シ
ュ
ー
ズ

　
　
　
　
（
イ
ギ
リ
ス
出
身
ア
メ
リ
カ
在
住
・

　
　
　
　
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
）

【
松
代
町
】

ポ
イ
ン
ト
…
松
代
ス
テ
ー
ジ

入
賞
者
…
C
l
o
v
e
r

　
　
　
　
（
東
京
都
・
法
政
大
学
大
学
院
生
グ
ル
ー
プ
）

【
松
之
山
町
】

ポ
イ
ン
ト
…
松
之
山
温
泉
入
り
口
駐

　
　
　
　
　
車
場
・
法
面

入
賞
者
…
㈲
事
務
所
C
L
I
P

　
　
　
　
（
東
京
都
・
建
築
設
計
事
務
所
）

※
問
い
合
わ
せ
先

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

企
画
振
興
課
（
8
5
7
－
2
6
3
7
）

東
京
代
官
山
で
行
な
わ
れ
た

公
開
審
査
（
二
五
〇
人
入
場
）

12．2．10⑧

ス
テ
キ
発
見
・
紙
上
展
覧
会

～
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
2
～

》
審
査
員
賞
（
北
川
フ
ラ
ム
）

　
　
小
さ
な
春
の
お
と
ず
れ

　
　
　
（
小
林
和
彦
さ
ん
・
仙
田
小
）



川
西
町
長
選
挙

仙
田
地
区
防
戦
に
必
死

　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲
派

　
十
日
町
新
聞
（
昭
和
四
十
二
年
十
月

十
五
日
号
の
続
き
）
を
次
に
掲
げ
る
。

　
仙
田
地
区
は
二
千
四
百
八
十
一
票
あ

る
が
、
五
％
棄
権
と
み
て
二
千
二
百
票

を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
る
。
出
稼
ぎ
者

は
仙
田
地
区
で
約
五
百
人
に
お
よ
ぶ
有

権
者
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
二
十

日
前
に
出
て
し
ま
う
よ
う
な
ら
ば
大
変

南
雲
氏
に
悪
影
響
が
お
よ
ぼ
さ
れ
る
。

し
か
し
南
雲
派
で
は
こ
の
出
稼
ぎ
者
に

対
し
て
は
二
十
二
日
の
告
示
ま
で
地
元

に
ふ
み
と
ど
ま
る
よ
う
説
得
を
続
け
て

縷
灘
灘
難
欝

懸
懸
馨
灘
　
鱒
蒙
難
鱗
灘
欝
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
態
㎜
　
　
　
撮
　
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
類
書
塗
強
黙
嚢

饗
雛
欝
欝
豫
難
魏
鰹
灘
難
蓬
馨
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
類
馨
　
　
　
　
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
撃
羅
籔

鑛
海
鐵
薇
綴
雛
部
麓
透

蕪難灘

騰灘

灘
蕪
翻
蹴
灘
灘
羅
灘
鱗
舞

“
繭
撮
雛
薩
鵬
㎜
灘
懸
泌
ト
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓑
灘

糠
霧
彰
擁
鰹
灘
懸
繧
補
　
“
㎜

雛
灘
灘

〉
昭
和
4
2
年
当
時
の
新
聞
の
写
し

金
　
子
　
幸
　
作

い
る
。
南
雲
氏
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
①
町

政
の
近
代
化
②
健
全
財
政
の
確
立

③
明
る
い
豊
か
な
町
づ
く
り
の
三
つ
の

柱
で
あ
る
が
、
特
に
議
会
生
活
十
年
、

県
町
村
議
会
議
長
の
経
歴
か
ら
中
央
に

顔
が
き
き
、
地
方
自
治
行
政
に
明
る
い

と
い
う
こ
と
、
三
侯
補
の
中
で
い
ち
ば

ん
年
少
で
若
い
こ
と
な
ど
を
売
り
も
の

に
し
て
戦
局
を
有
利
に
展
開
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
南
雲
派
の
作
戦
は
、
何
と

言
っ
て
も
仙
田
地
区
を
か
た
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
一
票
で
も
逃
す
ま
い
と
の
背

水
の
陣
を
ひ
い
て
、
村
は
ず
れ
の
道
路

の
要
所
・
要
所
に
は
見
張
り
を
立
て
る

な
ど
厳
重
な
警
戒
体
制
を
し
い
て
い
る
。

　
し
か
し
橘
寄
り
の
白
倉
方
面
は
根
津

派
に
、
藤
沢
、
霧
谷
、
高
倉
、
小
脇
な

ど
で
は
小
林
派
に
切
り
崩
さ
れ
て
い
る
。

　
も
し
他
の
二
派
の
切
り
崩
し
に
会
え

ば
、
最
悪
の
事
態
と
し
て
二
千
票
代
を

割
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
さ
れ
る
む

き
も
あ
る
が
、
南
雲
派
と
し
て
は
「
仙

田
地
区
か
ら
是
非
と
も
町
長
を
」
と
の

か
け
声
で
地
区
意
識
の
高
ま
り
を
狙
っ

て
い
る
。
・
同
派
の
現
在
の
票
読
み
は
、

川
西
町
の
有
権
者
数
七
千
八
百
二
十
四

票
、
一
割
棄
権
と
み
て
二
千
票
、
三
人

の
候
補
が
均
等
に
得
票
す
る
と
二
千
三

百
四
十
七
票
と
計
算
し
て
、
仙
田
地
区

の
有
権
者
二
千
二
百
三
十
三
票
、
五
～

十
％
他
へ
逃
げ
る
票
を
み
て
二
千
百
票

を
仙
田
地
区
で
か
せ
ぎ
、
あ
と
五
百
票

を
他
地
区
か
ら
も
っ
て
き
て
二
千
六
百

票
で
当
選
圏
へ
入
ろ
う
と
目
算
を
た
て

て
い
る
。
従
っ
て
、
南
雲
派
に
と
っ
て

は
小
林
・
根
津
両
派
が
千
手
地
区
の
票

の
う
ば
い
合
い
で
票
数
が
追
仲
す
れ
ば

漁
夫
の
利
を
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

あ
っ
て
、
千
手
地
区
に
お
け
る
根
津
．

小
林
の
激
突
を
傍
観
し
て
い
る
。

　
人
海
戦
術
で
下
部
浸
透

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
派

　
小
林
派
の
根
拠
地
千
手
地
区
を
中
心

に
人
海
戦
術
を
展
開
、
商
工
会
、
婦
人

会
、
町
内
会
な
ど
下
部
組
織
を
編
成
し

て
、
二
只
　
一
戸
激
突
し
て
根
津
へ
の

票
の
逃
げ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
運
動
を

展
開
し
て
い
る
。
小
林
派
は
行
動
力
と

機
動
力
に
も
の
を
言
わ
せ
て
、
下
部
へ

の
働
き
か
け
は
他
の
侯
補
に
抜
群
し
て

強
力
で
あ
る
。
そ
れ
に
青
年
層
の
活
動

が
め
ざ
ま
し
く
、
農
村
部
で
は
特
に
足

ま
め
な
兵
隊
が
つ
い
て
運
動
は
下
部
へ

と
浸
透
し
て
い
る
。
千
手
地
区
の
町
会

議
員
の
有
力
者
は
根
津
派
に
ま
わ
っ
て

い
る
の
で
表
面
は
劣
勢
の
よ
う
だ
が
、

か
え
っ
て
顔
役
が
他
地
区
の
候
補
を
推

し
て
い
る
と
し
て
下
部
の
反
発
が
強
く

町
内
を
こ
ま
か
く
歩
き
ま
わ
り
、
座
談

会
で
「
政
策
は
実
行
力
を
も
っ
て
推
進

す
る
。
公
私
と
も
身
辺
を
清
潔
に
し
て

世
論
を
尊
重
、
経
済
計
画
、
財
政
再
建

計
画
を
た
て
、
積
極
的
に
町
の
躍
進
を

は
か
る
」
と
訴
え
、
下
部
層
に
か
な
り

の
共
感
を
受
け
て
い
る
よ
う
だ
。

加
え
て
小
林
氏
は
写
真
業
を
営
ん
で

い
る
が
、
農
家
で
も
あ
り
、
農
業
の
振

興
に
は
異
常
な
情
熱
を
も
っ
て
臨
ん
で

い
る
。
松
屋
織
物
社
長
丸
山
准
二
氏
ら

自
ら
も
町
内
に
乗
り
出
し
て
演
説
を
行

う
ほ
か
、
同
織
物
関
係
者
は
総
動
員
商

工
会
員
な
ど
若
手
層
の
動
き
も
活
発
で

「
何
が
な
ん
で
も
千
手
か
ら
町
長
を
出

せ
」
と
鼻
息
は
荒
い
。
同
派
の
票
読
み

は
、
千
手
地
区
で
七
十
五
％
～
七
十

七
％
を
死
守
し
て
千
八
百
票
を
か
た
め

仙
田
地
区
で
三
百
、
上
野
地
区
で
三
十

票
、
橘
地
区
で
五
百
票
計
二
千
六
百
～

二
千
七
百
票
を
最
低
確
保
す
る
よ
う
必

死
の
追
い
込
み
戦
を
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
小
林
氏
が
「
十
日
町
合
併
に
絶

対
反
対
で
あ
る
と
演
説
し
た
よ
う
な
事

実
は
全
く
な
く
、
敵
の
デ
マ
で
あ
る
」

と
否
定
し
て
、
繊
労
や
、
織
物
組
合
か

ら
の
圧
力
で
千
手
地
区
の
票
が
根
津
派

に
流
れ
出
す
こ
と
を
防
ご
う
と
懸
命
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
林
氏
だ
け

で
な
く
、
三
侯
補
と
も
に
十
日
町
合
併

の
問
題
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
合
併

推
進
力
と
な
る
も
の
は
根
津
派
に
あ
り

と
の
見
方
が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ

の
面
に
つ
い
て
の
小
林
氏
の
態
度
決
定

が
せ
ま
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

存
在
し
な
い
本
命
候
補

　
総
括
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
だ
れ
が
優

勢
だ
と
い
う
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い

が
、
終
盤
に
入
る
に
従
っ
て
決
戦
場
は

千
手
中
心
部
に
あ
る
こ
と
は
だ
れ
の
目

に
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
根
津
派

は
「
三
千
票
台
を
確
保
し
た
」
と
優
勢

ム
ー
ド
を
あ
お
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
現
地
の
状
況
か
ら
み
て
楽
観
は
許

せ
な
い
情
勢
に
あ
る
。
根
津
派
の
い
う

よ
う
に
千
手
地
区
か
ら
千
票
も
根
津
支

持
票
が
出
る
な
ら
ば
同
氏
の
勝
利
は
絶

対
の
も
の
と
な
ろ
う
が
、
小
林
派
が
手

を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
小
林
派
の
行
動
力
は
創
価
学
会

も
ど
き
組
織
的
で
あ
り
強
引
で
あ
る
の

で
、
鋭
い
勢
い
に
次
第
に
根
津
勢
力
は

圧
倒
さ
れ
て
委
縮
し
て
き
て
い
る
の
が

実
態
で
あ
る
。
従
っ
て
千
手
地
区
の
票

を
根
津
氏
が
五
百
を
下
る
よ
う
な
ら
ば

小
林
氏
の
勝
利
、
仙
田
地
区
で
南
雲
氏

が
九
十
％
の
票
を
確
保
し
得
れ
ば
、
ま

た
南
雲
氏
に
も
利
が
あ
る
わ
け
で
、
小

林
派
の
巻
き
か
え
し
、
南
雲
派
の
引
き

締
め
の
い
か
ん
で
は
、
ど
ん
な
結
果
が

出
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
本
命
侯
補
な

ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
告
示
ま
で
あ
と
一

週
間
、
告
示
後
一
週
問
と
ま
だ
二
週
間

も
あ
る
の
で
情
勢
は
今
後
変
動
す
る
も

の
と
み
ら
れ
、
な
り
ゆ
き
は
川
西
町
内

外
の
注
目
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

　
※
票
の
争
奪
は
日
ご
と
に
厳
し
く
な

り
、
こ
の
日
の
社
説
で
は
「
各
侯
補
と

も
具
体
的
な
政
策
を
示
せ
、
事
前
運
動

が
目
に
余
る
」
と
警
告
し
て
い
る
。

　
※
本
稿
の
資
料
は
高
橋
源
吾
前
十
日

町
新
聞
編
集
長
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑨12。2・10
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総合佑育館脇特設会場会場期日5月4日（土）

★ステージイベント（午後6時～）

　　　　・川西雪上芸能大会

　　　　・雪像コンテスト表彰

　　　　・大抽選会

　　　※抽選は会場に来なければ決して当たりません。

　　　　ご家族おそろいでお出かけください。

　素人玄人味自慢

★おなじみ屋台村（午後2時30分～）

★ギンガマンショー第1部（午後3時～3時30分）

★10人11脚レース（3時30分～5時）

★ギンガマンショー第2部（午後5時～5時30分）

謹霧轟華轡
　　　鈴覆．…鷺

鑛
講

瀧

＿『欄

一癒

騨

鞭
羅

譲
鯉

嚢
　
・

灘
鍵

灘

＠
灘
誕

．
縫

一

知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

　
　
　
『
な
ご
み
の
家
』

　
4
月
1
日
か
ら
「
な
ご
み
の
家
」
の

分
場
が
、
「
な
か
ま
の
家
」
の
旧
通
所

施
設
”
ア
ク
ト
“
に
開
設
さ
れ
る
予
定

で
す
。
分
場
の
定
員
は
1
9
人
で
、
通
所

を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
通
所
予
定
日

　
4
月
1
日

の
通
所
受
付

■
対
象
者

　
1
5
歳
以
上
の
知
的
障
害
者

■
費
用

　
本
人
の
収
入
・
家
族
の
課
税
状
況
な

　
ど
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
申
し
込
み

　
2
月
2
9
日
㈹
ま
で
に
役
場
福
祉

課
社
会
福
祉
係
（
盈
6
8
1
3
1
1
1
）
へ
。

霧
霧
霧
墾
髪
髪
髪
髪
霧
鰺
き
髪
嚢
馨
2

12・2・10⑳

特
別
地
方
消
費
税
が
4
月
1
日
か
ら
廃
止

　
特
別
地
方
消
費
税
が
、
4
月
1
日
か

ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
特
別
地
方
消
費
税
と
は
（
飲
食
店
や

旅
館
な
ど
の
利
用
料
金
が
免
税
点
）

（
飲
食
な
ど
、
7
，
5
0
0
円
、
宿
泊

1
5
，
0
0
0
円
）
を
超
え
る
場
合
に

課
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

※
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
さ
れ
て
い

諺
　
翻
霧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甥
婆
㎜
擁
肱
葬
　
　
甥

　
公
民
館
か
ら
お
知
ら
せ

　
2
月
2
1
日
㈲
か
ら
2
3
日
㈱
の
三
日
間
、

総
合
セ
ン
タ
ー
内
図
書
室
と
、
各
分
館

内
の
蔵
書
整
理
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

本
を
借
り
て
い
か
れ
た
方
は
、
2
月
1
8

日
團
ま
で
に
本
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
借
り
た
い
方
は
、
2
月
2
4
日

内
か
ら
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。

　
る
飲
食
店
な
ど
の
経
営
者
の
方
は
、

　
3
月
利
用
分
ま
で
の
申
告
納
入
が
必

要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

十
日
町
財
務
事
務
所
課
税
課

　
　
　
　
（
盈
5
7
1
5
5
1
2
）

又
は
、
県
庁
税
務
課

（
智
0
2
5
1
2
8
0
－
5
0
4
8
）
へ
。

葬
翼
密
麹
磁
諜
嚢
萎
霧
“
萎
脚
き

1
訂
　
正
1

　
1
月
2
0
日
号
お
知
ら
せ
版
の
暮
ら
し

の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
お
い
て
、
2
月
1
2
日

予
定
欄
で
「
国
保
診
療
所
エ
コ
ー
検
査

日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
検
査
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。



荘
目

福
祉
に

清
水

意（
敬
称
略
）

隆
（
東
善
寺
）
五
万
円

表
紙
の
写
真

　
一
月
十
九
日
、
仙
田
小
学
校
（
東
尚

校
長
・
児
童
数
四
十
人
）
で
「
寒
九
の

と
ろ
ろ
料
理
教
室
」
が
開
か
れ
、
五
・

六
年
生
十
七
人
が
地
元
に
伝
わ
る
伝
統

食
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
寒
九
の
と
ろ
ろ
」
は
、
仙
田

郷
に
伝
わ
る
伝
承
話
で
、
寒
の
入
り
か

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ね
ん
じ
ょ

ら
数
え
て
九
日
目
に
自
然
薯
で
作
っ
た

「
と
ろ
ろ
汁
」
を
食
べ
る
と
、
一
年
中

健
康
で
通
風
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
寒
九
の
と
ろ
ろ
に
よ
る

地
域
お
こ
し
を
目
指
し
て
い
る
お
母
さ

ん
グ
ル
ー
プ
「
寒
九
の
と
ろ
ろ
里
づ
く

り
研
究
会
（
金
子
ヒ
ロ
子
代
表
）
」
か
ら

十
三
人
が
講
師
と
し
て
参
加
。
お
米
の

話
や
自
然
薯
の
話
を
聞
い
た
後
、
児
童

た
ち
は
四
班
に
分
か
れ
て
「
と
ろ
ろ
汁
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ど
う
ふ

と
研
究
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
粉
豆
腐
お

に
ぎ
り
」
づ
く
り
に
挑
戦
。
郷
土
の
伝

統
食
を
知
り
、
味
わ
い
、
楽
し
ん
だ
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

《

小
わ
に
レ

　
　
畔
壇

高
崎
正
風
選

一
枚
の
見
知
ら
ぬ
人
の
賀
状
か
な

松
と
れ
ぬ
街
に
挽
歌
の
淋
し
さ
よ

畏
み
て
三
日
お
く
れ
の
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

恋
猫
の
静
ま
り
て
雪
し
ん
し
ん
と

玄
関
の
花
ほ
め
小
正
月
の
客

パ
ン
屑
に
呼
び
合
う
て
来
る
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

山
茶
花
の
二
三
咲
き
初
む
御
慶
か
な

降
り
そ
う
で
降
ら
ぬ
雪
雲
動
き
を
り

幾
つ
か
の
鉢
の
中
な
る
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

計
報
受
け
冷
た
き
受
話
器
置
き
に
け
り

淡
雪
に
蕾
か
く
れ
し
沈
丁
花

　
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

寒
月
の
煙
煙
と
し
て
凍
て
に
け
り

暖
冬
に
ふ
く
ら
む
梅
の
蕾
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

馬
鈴
薯
の
新
種
を
買
っ
て
春
を
待
つ

白
梅
の
蕾
ふ
く
ら
み
い
ぶ
き
満
つ

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

初
御
空
汲
み
た
て
の
水
湯
気
を
吐
く

町
の
灯
の
雨
に
う
る
み
て
春
隣

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
三
郎

雪
晴
れ
や
神
々
棲
ふ
四
方
の
山

御
亭
主
が
娚
座
に
坐
る
女
正
月

　
　
　
　
　
　
　
水
口
沢
　
高
橋
　
願
似

新
世
紀
悪
夢
よ
去
れ
と
破
魔
矢
授
く

も
み
じ
の
手
手
ヨ
ン
と
合
わ
せ
て
初
参
り

　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

大
寒
や
顔
の
ひ
き
つ
る
風
あ
り
し

限
り
な
く
夜
空
広
が
り
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

曲
り
家
の
北
窓
に
見
る
雪
椿

陽
だ
ま
り
に
命
あ
づ
け
し
冬
の
蜂

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

出
初
式
青
天
を
突
き
梯
子
伸
ぶ

悪
友
も
な
く
敵
も
な
く
冬
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

消
雪
の
噴
水
よ
け
て
宅
配
夫

伜
み
し
孫
の
手
肌
で
温
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

目
覚
め
ま
ず
雪
の
嵩
見
る
老
の
癖

雨
音
や
三
寒
四
温
繰
り
返
し

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

雪
掘
り
の
疲
れ
忘
れ
る
仕
舞
酒

注
連
を
焼
く
雪
な
き
年
で
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

力
あ
る
音
や
余
寒
の
寺
の
鐘

大
寒
の
雪
の
少
な
き
二
千
年

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

吊
し
柿
村
を
席
巻
し
つ
つ
あ
り

鯉
あ
げ
て
山
の
棚
池
雪
用
意

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

孫
送
り
く
れ
し
湯
花
や
寒
に
入
る

味
噌
汁
に
ポ
ン
と
割
り
た
る
寒
卵

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

昇
竜
の
望
み
大
き
く
初
詣

筆
太
の
孫
の
書
初
め
家
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

O休日救急医

2月11日　大熊内科医院（山本町）

　　　　　魯5－2－7066

　13日　山口医院（下条）

　　　　　奮55－2003
　　〃　　上村病院（中里村〉

　　　　　奮63－2111

　20日　たかき医院（土市）

　　　　　歪奮58－2361

　27日　大島医院（川原町〉

　　　　　君52－2957

3月5日　大坪医院（四日町）

　　　　　奮57－6100

　12日　中条病院（中条〉

　　　　　奮57－3018

動
脈
硬
化
の
予
防
と
治
療

　
動
脈
硬
化
と
は
、
動
脈
壁
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
沈
着
し
て
、
組
織
が
壊
さ

れ
、
壁
が
肥
厚
・
硬
化
し
て
弾
力
性
を

失
っ
た
状
態
で
す
。

　
食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
っ
て
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
、
動
物
性
脂
肪
の
摂
取

量
が
増
加
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
、
血

液
中
の
脂
質
値
が
高
く
な
る
と
、
動
脈

硬
化
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
中
年
以
後
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、

最
近
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

や
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
で
の
食
事

が
多
く
な
っ
た
こ
と
も
原
因
と
な
っ
て
、

小
中
学
生
に
も
動
脈
硬
化
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
に
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

一
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

一
、
高
血
圧

一
、
喫
煙

一
、
糖
尿
病

一
、
肥
満

一
、
高
尿
酸
血
症

一
、
運
動
不
足

　　富1
　　㌦

口0　　＼
　　　　　瓢
　　　　　　’亀、．

繍．

／

　
　
　
　
　
　
　
．
〆

　
　
　
　
　
　
　
熔
　
、

ρ＿＿●　動脈硬化によって　●＿

　　　　引き起こされる病気

　　脳出血　　　郵．＾，、　　　脳梗塞

（脳の血管が　　　　・　　　　　（脳の血管が

　破れる）　　》　∪　　　　　つまる）

　　　　　　　2

大動脈瘤　　鷺＆
　　　　　　、繕　罐

腎露　欄　 躍禦る

よ
　　　　つまった所や

　　　　壊死した邸分

子栄養大学出版部

動脈閉塞症

「動脈硬化の人の

を一部改変

　輪つ　　　気、，、

r乙孫‘／・、’や鋤

　　　　　ぢ　ぱギむ　　

罐鰯騒認囎幽

一
、
A
型
性
格
（
闘
争
心
・
成
功
欲
・

　
　
ス
ト
レ
ス
）

以
上
が
、
危
険
因
子
と
言
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
が
、
こ
の
中
で
も
、
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
高
血
圧
、
喫
煙

が
三
大
危
険
因
子
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、
最
も
危
険
な
因
子
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
因
子
を
2
因
子
以
上
合
併

す
る
と
、
動
脈
硬
化
に
よ
る
血
流
障
害
、

血
栓
形
成
を
伴
っ
て
、
心
筋
梗
塞
、
脳

梗
塞
、
腎
硬
化
症
な
ど
の
病
気
を
引
き

起
こ
す
頻
度
が
急
激
に
増
加
し
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
に
は
、
危
険

因
子
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
食
生
活
の
改
善
と
、
禁
煙
、

適
度
な
運
動
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
既
に
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
・

高
血
圧
症
・
糖
尿
病
等
の
治
療
し
て
い

る
人
は
、
き
ち
ん
と
服
薬
す
る
と
と
も

に
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

2．10⑬12



リ
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

戸
籍
の
窓
鶴
、
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ロ

葛
蓄
き
き
葛
夢
σ
笛
葛
伽
鮎

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

宮春丸川渡柄田清片星中瀬
　日山崎辺沢村水桐野条賀
トフコサ音　 ト定栄浅律朝
ミクノオ治勇クー二由子子
98　96　93　90　89　88　88　87　83　83　58　51

　　ハ　パハハハハハハハ正好　作義本　　喜久与良
　　勇　　　 基隆、久　之
朗和　重布人　　男夫助治）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）

山伊四室上沖山東小野大東
野　十　　　野善白　　善
田友歩島野立田寺倉口倉寺

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（藤小
巻海

隆
　
　
小
根
岸

淳
子
　
　
塩
辛

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

高
橋

勇噌
太差

　
　
　
れ
　
み

井
口
　
玲
瞳

　
　
　
ゆ
　
ち
つ

樋
口
　
結
友

寿幸美貴悦一
美

子人雪行子史

沖　み　室
　　の
立晶島
　　地

（
1
2
月
2
9
日
～
1
月
3
1
日
届
け
出
分
）

ニニニニニ＝ニニニニ＝ニ＝ニニニニニ＝ニ＝ニニニニ＝＝ニニニニニ＝ニニニ＝ニニ＝ニニ＝ニニ＝ニ＝ニニニニ＝ニ＝＝ニ＝＝＝ニ：＝ニ＝ニ＝ニニ

ダ『肇

、ち
　　　もい，
ク　ゆ

’ さ，

なう

。グ展、

　催暫，

児
　魯亀・
・7聡

議
讐噸

》
「
犬
と
散
歩
」

　
3
年
生
　
稲
田
　
岳
く
ん

lY婦

春
先
の
陽
気
で
四
季
桜
が
四
分
咲
き

雛灘

　
一
月
に
入
り
、
中
旬
ま
で
は
春
先
の

よ
う
な
陽
気
が
何
日
も
続
い
た
せ
い
か
、

こ
の
ほ
ど
木
落
の
小
幡
昇
さ
ん
所
有
の

四
季
桜
（
樹
齢
十
年
）
が
開
花
し
、
通

行
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
お
邪
魔
を
し
た
一
月
十
九
日
に
は
、

四
分
咲
き
ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
、
小
幡

さ
ん
も
、
「
秋
に
は
咲
い
て
い
た
が
、
今

「
今
ご
ろ
の
時
期
に
こ
ん
な
に
咲
い
て
…
…
」
と

近
所
の
人
と
話
し
て
い
ま
し
た

の
時
期
に
咲
い
た
の
は

初
め
て
」
と
、
ご
自
身

で
も
こ
の
状
況
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。

※
四
季
桜
（
ヒ
ガ
ン
ザ

ク
ラ
の
一
品
種
）
十
月

ご
ろ
か
ら
開
花
し
始
め

四
月
ま
で
、
冬
中
も
少

し
ず
つ
咲
く
。
十
月
桜

と
も
い
う
。

》
「
わ
た
し
の
笑
顔
の
時
問
」

　
6
年
生
　
高
橋
彩
乃
さ
ん

▲「除雪中」
　6年生　高橋敦史くん

　　警畜ガ「
　　　　墾謬庚
　　　　！㌧1ただ
　・二驚　　 》　≠、　菰
　そ博」く宴つ、
．厳、し作，屡

　由1た』鎧△
蹴、☆騨，1

　　　頃麟鴛鞠縛嚇嘩畿鉾獣撫矯察謂耀欝

▲r硬筆」
　2年生　丸山直純くん

　
な
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
び
　
　
　
オ

　
か
そ
～
、
そ
”
う

7
・
、
お
正
月
篭
む

君
k
ん
董
－
し
塀
へ
縣
、

〉
「
書
」

　
4
年
生
　
相
崎
祐
輝
く
ん

　
　
ド
ノ
　
　
ハ

、
“
㌧
痴
お

鰯

導蓼糞占｛欝・がや・極瑠駅■頬翻ダr氏韓毒灘3

▲「硬　筆」
　1年生　たかはしあみさん

f
ー
〈
千
手
小
学
校
丁

》
「
書
」

　
4
年
生

［
怯

　　，“◇π∴1

　腔

　　　　　畿　　b

▲r物語のなかから」
　5年生　小林友利恵さA

　
友
、
ズ
ち
比
、
雪
　
、
繊

だ
る
簿
を
作
っ
．
一
イ
　
　
嚇

あ
そ
び
蓉
し
た
。
　
　
讐

　
　
　
麗
算
翻
曜
橘
大
皿
群
蘇

　
旭
嘱
て
く
ぶ
試
ぐ
7
つ
幽
．

て
、
お
、
止
自
を
む

ぺ
　
　
　
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ね》、

畔

＾
ま
し
た

一
、
年
ぽ
し
奪
も
え
聯

田
村
知
佳
さ
ん

　　　整糠翼・話・ゆ醜襯鰯β，贈声物黙メ　　　　　　　　　　　． 　　　　　　　耐鱒一’…帰矧蟹胴蝋F極翼好

▲r硬　筆」　　　　　▲「硬　筆」
　1年生　ほしなもえさん　　2年生　高橋大輝くん
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